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人権強調月間（８月）における人権啓発の取組結果について

平 成 2 5 年 1 1 月

京都府人権啓発推進室

１ 街頭啓発

人権強調月間を機に、人権尊重に関する社会的な機運を盛り上げるため、府内全

域で市町村や関係団体の参加の下、主要な駅や大規模商業施設の周辺などで街頭啓

発を実施。

実 施 日 時 場 所 参加者数 啓発物品

京都市内 ８月５日（月） ・京都駅（主会場） 103名 付せん

（相談機関16:00～17:00 ・四条河原町

連絡先掲載）・烏丸北大路

・四条大宮

・伏見桃山の５箇所

京都市外 各市町村毎に 駅前、商店街等 604名

８月中に実施 60箇所

（ ）日程は各市町村で決定

２ ハートフルコンサート

、 。街頭啓発を盛りあげるため 京都駅前において家族で楽しめるコンサートを開催

「世界がひとつの家族のように」広め隊 が司会などの運営を担当。※

日時：８月５日（月） 16:00～18:30

会場：京都駅ビル駅前広場

内容：①京都府人権啓発キャラクター「じんくん」のお披露目

「 」 （ ）② 世界がひとつの家族のように を紹介 歌詞の朗読：鮎川めぐみ

③ギター＆ヴァイオリン演奏：ジュスカ・グランペール

④Ｊポップス：近藤知世

⑤弦楽四重奏：京都市立芸大生のカルテット

⑥「世界がひとつの家族のように」合唱：京都市立柏野小学校

５、６年生有志

※世界がひとつの家族のように」広め隊

「世界がひとつの家族のように」の趣旨に賛同し、合唱したり、イベントの企画

・運営をしたり、この曲を広めていきたいという想いをもった大学生たち。



３ 祇園祭ミュージアムコンサート

７月15日（土）京都文化博物館における祇園祭ミュージアムコンサートで、京都

国際交流合唱団、京都市立芸術大学の有志のメンバーが、京都府人権啓発イメージ

ソング「世界がひとつの家族のように」の合唱を、この歌の作曲者である千住明さ

んの指揮のもと、約200名の観客の前で披露した。

４ α－ＭＯ’ＣＯＯＬ ＦＥＳＴＡ

７月15日（土）新風館で開催されたα－ＭＯ’ＣＯＯＬ ＦＥＳＴＡにおいて、

「世界がひとつの家族のように」広め隊がブースを出展し、イメージソングのＰＲ

のほか、人権フォトメッセージの募集や人権ぬりえ等の啓発活動を行った。

５ 人権啓発キャラクター「じんくん」の正式採用

若者に対する人権啓発を行うため、府内の大学生と連携

した取組を行った際、学生から提案されたキャラクターデ

ザイン。

その後、学生を中心に評判がよいことから、正式に京都

府の人権啓発キャラクターとして採用。

街頭啓発で配布する啓発物品の“ふせん”にも 「じん、

くん」のイラストを使用しました。

新聞意見広告の掲載６

「いっしょに考えよう いのちの大切さ ｖｏ

ｌ．２ ～子どもたちが幸せになれる明るい社会

」 、 、 、 、をつくる～ をテーマに 芸人 俳優 ボクサー

そして画家と、常に新しいことに挑戦し続ける片

岡鶴太郎さんに、どうしたら子どもたちが明るい

未来を描けるのか、お話しを伺い、８月４日付の

京都新聞 15段 朝日・毎日・読売・産経新聞 ５（ ）、 （

段）に掲載。


